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液相と大気圧非平衡プラズマの重畳を用い

た反応場は、材料プロセシングのみならず、プ

ラズマ医療やプラズマ農業など、多方面にわた

る新展開を導いてきている。更に、液相をミク

ロ化1–8することによって、プラズマの影響をよ

り強く示す液相反応場の出現や、新規プロセス

開発も期待できる。本発表では、インクジェッ

ト液滴を用いた材料プロセシングに関し、以下

3点の我々の取り組みを報告する。 
（１）プラズマ援用インクジェットプリンティ

ング： インクジェット液滴は、時空間再現性

の高いミクロ液相であり、大気圧プラズマ反応

場と重畳することにより、新たなプリンティン

グ法の実現を可能とする。これまで、銀ナノ粒

子分散インクを用いた大気開放雰囲気でのプ

ラズマ援用インクジェットプリンティングに

取り組み、銀配線解像度の向上、プロセスの低

温・高速化を実現してきた5。更に、3,4-エチレ

ンジオキシチオフェン(EDOT)をインクとして

用いたPEDOT配線描画を行い、インクジェット

プリンティングに、プラズマ生成ラジカルを用

いた重合反応を重畳できることを実証した6。ま

た、ノズル詰りの確率を低減できる水溶液イン

クを用いた金パターン形成も実現している7。以

上のように、大気圧非平衡プラズマは、次世代

のオンデマンド型デバイスプロセスとして期

待されるインクジェットプロセスの高付加価

値化に貢献できる。 
（２）単分散粒子合成： ミクロ液相は、条件

にもよるが、疑似的に閉じた反応場として、材

料プロセシングに新たな制御性を付与するこ

とが可能である4。例えば、サイズ制御性の高い

インクジェット液滴は、一つの液滴に保持され

る原材料量の高い再現性をもたらす。この特徴

を生かし、塩化金酸水溶液から単分散金粒子合

成を実現した8。また、原料濃度により、粒径も

制御可能である。未だ限られた材料、粒径での

実証に留まってはいるが、単分散粒子合成手法

として、高い可能性を秘めている。 
（３）プラズマ中ミクロ液相観察： 上記シス

テムは、高い時空間再現性とともにミクロ液相

をプラズマ中に供給できる。その特徴を生かし、

10 μm程の液滴の蒸発過程の観察に取り組み、

プラズマ生成条件や溶媒種への依存性を確認

してきた。今後、プラズマ診断や計算科学と組

み合わせることにより、上記プロセスの向上の

みならず、プラズマ―液相相互作用の理解に貢

献できるものと考えている。 
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